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＜連絡事項＞

・本日実施予定の選挙終了しています。

・プログラムの時間（9：30～10：30）にABユニットの患者様対象で｢お話会｣をエレベーター前ホールにて実施予定となっています。参加は自由参加ですが、参加しない方には理由を聞き、その反応をプログラム記録に入力してください。

・水曜日の田名部Drの診察についてですが、今まではリーダーが全ユニットの診察介助についていましたが、今後は、リーダーがABユニット、2階看護リーダーがCDユニットの診察介助につくこととしています。

・本日Aユニットのパソコンが修理より戻ってきています。

＜患者様連絡事項＞

・水上　キヨ様～昨日午後、長男、娘が来院され主治医面談行っています。主治医より、現在は肺炎の治療行っており、昨日より改善見られていること。これまでも発熱繰り返しており、MRSA保菌あるため、予後はよくないこと説明受けている。家族は、今のところ内科病院への転院希望はなく、急変時も延命治療は特に希望されないとのこと。急変時は、電話連絡とし、その時意見を聞く事としてます。
　　　　　　　　本日も、酸素飽和濃度の低下あり御家族連絡し、主治医より状態説明と再度、延命治療の希望確認を行っており、延命治療は希望しないと確認をしています。

　　　　　　　　点滴キープの指示あり明日分の点滴処方して頂いています。

・角谷　育子様～本日朝より体温38℃台の発熱・体熱感あり、安静臥床促しクーリングにて対応しています。感冒症状ないです。発熱ある為、転倒に注意し見守り行っていきましょう。

・松田　信夫様～昨日、本人朝吐血あった為、長男様に連絡急遽主治医との面談となっています。

　　　　　　　　現在の状態を伝え、今回の吐血が消化管出血を来す潰瘍・静脈瘤が考えられること、出血を繰り返す可能性の考えられるため、他科受診を勧めています。家族の都合で

16日（木）岸原病院（診察13：30～）受診の予定となっています。その際、スタッフ1名付き添いの依頼あります。
　　　　　　　　※今後長男様との連絡がつかない等の緊急時長男様の妻に連絡との事です。長男様の妻の連絡先①携帯②長男様の会社となります。
　　　　　　　　明日まで点滴キープ指示あり処方して頂いています。

・鈴木　サダ様～現在、衣類を全てスタッフ預かりとしています。入浴日（月・水・金）当日に、Aユニットに付いたスタッフが、本人と私物庫へ行き着替える衣類を準備していくこととしています。

・西澤　　正様～下着が尿・便で汚れていることあり、都度スタッフ介入しているも、時折、拒否見られています。引き続き、介入行っていき、汚染頻回であれば、リハビリパンツの使用を検討していくこととしています。

・佐々木　貞吉様～息子様に施設一覧表を手渡し、施設の説明行っています。施設へ入所申し込みした際は、連絡して欲しいこと伝えています。現在、要介護5（～H24.9.30）とのことです。

・若松　高様～皮膚科診察にて湿疹が悪化されており、主治医へ情報提供し、本日よりデキサメサゾ　　ン（0.5）2T　2×朝夕　、アレグラ（60）1T　1×夕　7日分処方となる。

・吉田　トキ様～息子様より「１８日まで葬儀が掛かる為外泊を延長させたい」との電話連絡あり、主治医より許可となり１８日１７：３０まで延長となっています。内服薬は明日取りに来るとの事で、準備してありますので、来院時渡して下さい。

・山内　公博様～臨時薬7日分継続処方となっています。

・木村　春雄様～臨時薬7日分継続処方となっています。

・岡沼　ヨネ様～臨時薬7日分継続処方となっています。

＜作業報告＞

・昆　善三様～現在、歩行訓練に加え、自宅復帰後の段差昇降に向け運動しています。段差昇降に関し

　　　　　　　ては、体育館にある19ｃｍの高さのボードを使用したのですが、片足を段に乗せた後、

　　　　　　　もう一方の脚を上げることが困難でした。また、柱を支えとして利用しましたができま

　　　　　　　せんでした。今後は、低い段差（週刊少年誌1冊分の高さ）の昇降から始め、徐々に下

　　　　　　　肢筋力を増強していけるようアプローチしていきます。

　　　　　　　また、先日奥様が来院された際、トイレへの段差やトイレでの方向転換に関し、歩行で

　　　　　　　きている奥様自身でも難しいという情報を得ています。

・岡沼　ヨネ様～プログラムには参加されていますが、体操では「肩が痛い」「脚が痛い」と話され、運動を拒否されています。Cグループでの創作活動では「今さらこんなこと」「子供がやることじゃない」と話され、こちらも拒否されています。本人様の過去の情報として、事実確認は取れていませんが「八戸市営バスの車掌をしていた」とのことで、バスは好きであると話されています。今後、バスに関する内容の作業を提供し反応を見ていきます。

＊3月始めにプログラムに関する勉強会を実施予定です。日程決まり次第OT長谷川より連絡します。

＜担当業務年間報告＞

・新聞購読、入浴、髭剃り、SST行っています。詳しくは、別紙参照。

